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～はじめに～ 

毎年のように、日本各地で地震や台風、これまでに経験のない集中豪雨などによる被害が発

生しています。 

平成 7 年 1 月の「阪神・淡路大震災」の大惨事では、住民が協力し合って、消火活動にあ

たり瓦礫の中から多くの人びとを救出するなど、助け合う人たちの姿がありました。 

被害を最小限にとどめるためには「自分たちのまちは、自分たちで守る」という心構えを持

ち、住民が互いに力を合わせて「自分を守り、家族を守り、隣人を助ける自助・共助」の自主

防災の取り組みを進めるにあたり、地域の地区防災計画を作成しました。 

日頃からご覧いただき、いざという時の準備をお願いします。 
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１ 非常持ち出し品、非常備蓄品の準備 

（１） 避難のために用意しておくもの  

リュックサックなど両手が自由に動かせるものに入れておき、いつでもすぐに持ち出

せる場所に置いておきましょう。家族の構成を考え必要最小限に絞り込み、一度背負っ

てみましょう。また、少なくても年に一度は点検しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）自宅で避難生活をするために用意しておくもの  

 避難後、安全を確認して自宅へ戻り、持ち出したり、自宅で避難生活を送る上で必要

な物で、救援物資が届くまでの自足品として１週間分を備えましょう。 
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２ 東三国地区の被害想定 

（１）地震による 東三国地区の被害想定 

 【海溝型地震】 

・南海トラフ巨大地震   震度６弱（マグニチュード 9.0～9.1） 

津波による被害想定 

淀川河口への到達時間  地震発生後  約 116 分（淀川河口） 

    想定津波高（大阪湾）  最大 5.6m   

    東三国地区 浸水想定   浸水の深さ 0.1m 未満 
 

・東南海、南海地震    震度 ６弱（マグニチュード 7.9～8.6） 

   倒壊家屋想定      木造  12 棟、非木造 0 棟 

   半壊家屋想定      木造  25 棟、非木造 3 棟 

 死者想定 0 名(早朝)0 名(昼夕)、負傷者想定 15～23 名、避難者想定 48 名 
 

 【直下型地震】  

  ・上町断層帯地震     震度６強（マグニチュード 7.9～8.6） 

   倒壊家屋想定      木造 474 棟、非木造 56 棟 

   半壊家屋想定      木造 190 棟、非木造 77 棟 

 死者想定 45 名(早朝)26 名～29 名(昼夕)、負傷者想定 48～85 名、 

避難者想定 1,218 名 

・生駒断層帯地震     震度５強（マグニチュード 7.3～7.7） 

・有馬高槻断層帯地震   震度５強（マグニチュード 7.3～7.7） 

  ・中央構造線断層帯地震  震度５弱（マグニチュード 7.7～8.1） 
 

（２）水害による東三国地区被害想定 

・淀川が氾濫した場合   浸水の深さ 0.1m～4.0ｍ 

  ・神崎川が氾濫した場合  浸水の深さ 0.5m～3.0ｍ 

  ・内水氾濫の場合     浸水の深さ 0.1m 未満～0.3ｍ 
 

～ 正しい情報を入手しよう ～ 

携帯メールアドレスを登録すると、地震・津波・台風情報や気象に関する注意報・警

報、避難勧告や指示情報など、幅広い防災情報が提供されます。 

 

 


